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実践報告
わっ

いい感じ

どうかな

力の育成につながっていくといえる。

一方で，作成した指標の姿のうち，活用での体制化や省察での援助要請についてはどの段

階にも見られていなかった。これらの姿は指標に入れるか否かも含めて検討をする余地が

ある。また，まとめたしかけについても検討する余地がある。今回のしかけは，実践した教

科の中で明らかになったことをもとにまとめたため，まとめたしかけが全てではない。併せ

て，他の教科でも同じことがいえるかどうか検討する必要がある。

今年度で資質・能力の研究を進めてから５年次を迎えた。この５年間で，未来で生きて働

く資質・能力の具体の姿やそのための学びの在り方，教師のしかけの具体を整理できたこと

に成果を感じている。しかし，研究で見えてきたことがまだまだ実践に落とし込めていなか

ったり，職員間での共有が思うように進まなかったりとまだまだ改善の余地がある。

これまで長きにわたって本校が大事にしてきた「徹底した子どもを中心とした学び」を今

後も継承しつつ，予測不能なことが起こるこれからの時代を生きる子どもたちが，豊かに生

きていけるような力を育むことをめざした教育の在り方について探っていきたい。併せて，

そのような教育を実現する学校であるために教師ができることについても，今後も考えて

いきたい。

（（４４））謝謝辞辞

私たちの実践研究に対しましては，多くの先生方にご指導，ご助言を賜りましたこと，感
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